
◆
田
崎
真
珠
ご
奉
仕
会 

明
治
の
時
代
「
秩
父
銘

本
全
国
に
知
ら
れ
ま
し

レ
ト
ロ
ブ
ー
ム
の
中
、
今

が
人
気
で
す
。
今
回
こ
の
銘
仙
が
入
荷

し
ま
す
。
お
手
ご
ろ
価
格
で
手
に
入
り

ま
す
。
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

◆
白
生
地
染
の
会 

◆
秩
父
め
い
せ
ん
（
レ
ト
ロ
き
も
の

 

◆
現
代
の
名
工
‐
川
村
久
太
郎
展

 

一
粒
万
倍
＝
特
別
企
画
の
数
々 

★
パ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
の
一
流
品
を 

割
引
ご
奉
仕
い
た
し
ま
す
。 

■ 

６
．５
ミ
リ 

■ 

７
．０
ミ
リ 

■ 

７
．５
ミ
リ 

■ 

８
．０
ミ
リ 

■ 

ス
ワ
ン
グ
ラ
デ
ィ 

割引奉仕 

 

▼
ラ
ッ
キ
ー
カ
ラ
ー
の
色
見
本
を
揃
え
て
お
好
き

な
色
を
選
ん
で
染
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

▼て
ゆ
き
ま
す
。 

▼
大
変
縁
起
の
良
い
と
っ
て
お
き
の

M
y 
K
im
o
n
o

が
出
来
上
が
り
ま
す
。  

染
め
代 

２
８
，０
０
０
円

 

二
代
目
川
村
久
太
郎(

京
友
禅
伝
統
工
芸
士) 

昭
和
十
七
年
、
初
代
川
村
久
太
郎
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
る
。
高
校
卒
業
後
、
父
久
太
郎
の
工
房
へ

弟
子
と
し
て
入
る
。 

父
と
共
に
競
技
会
、
展
示
会
へ
作
品
を
制
作
発
表

し
、
数
々
の
賞
を
受
け
る
。
初
代
久
太
郎
の
意
志

を
継
ぎ
、
京
友
禅
型
紙
友
禅
の
代
表
的
存
在
と
な

る
。 

初
代
久
太
郎
の
吹
雪
と
線
に
よ
る
立
木
草
花
柄

に
加
工
技
法
を
二
段
三
段
と
加
え
、
流
水
、
割
付

柄
を
組
合
せ
立
体
感
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
つ
け
ま
し
た
。

ま
た
鮫
角
戸
通
し
、ア
ラ
レ
、サ
ヤ
型
と
伝
統
の
伊

勢
型
紙
を
用
い
顧
問
柄
を
ミ
ッ
ク
ス
し
て
、
新
し
い

分
野
の
白
黒
シ
リ
ー
ズ
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。 

無
形
文
化
財
伊
勢
型
紙 

□
現
代
の
名
工
＝
川
村
久
太
郎
展 

□
極
め
る
技 

古
今
の
染 

の
両
企
画
と
も
本
誌
企
画
同
様 

同
封
の
き
も
の
小
切
手
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

伊
勢
型
紙
は
千
有
余
年
の
歴
史
を
持
ち
、
、
彫

刻
師
と
熟
練
染
士
の
熟
練
の
た
ま
も
の
と
し
て

こ
の
古
今
染
が
生
ま
れ
ま
す
。そ
し
て
こ
の
彫
刻

師
や
染
士
の
中
か
ら
人
間
国
宝
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。 ◆

極
め
る
技 

古
今
の
染 

日
本
工
芸
技
術
の
頂
点
を
極
め
た
文
化
的
遺
産
で
す
。 

展
示
品
目 

◆
留
袖
模
様 

◆
色
留
袖
模
様  

◆
訪
問
着 

◆
色
無
地
着
尺 

◆
小
紋
着
尺 

◆
紬 

◆
袋
帯 

◆
名
古
屋
帯 

◆
長
襦
袢 

◆
帯
〆
・
帯
揚
げ 

◆ 

振
袖 

◆ 

七
五
三
祝
着 
仙
」の
名
は
日

た
。 ち

ち
ぶ
銘
仙

）

重
要

染
め
技
法
は
、
引
き
染
め
と
い
う
技
法
を
使
い
、

職
人
が
丹
念
に
一
反
い
っ
た
ん
刷
毛
を
使
い
染
め


